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医療従事者や外国人患者の支援を対象とした，多言語用例対訳収集Web システム TackPad の開
発を行った．現在，在日外国人や訪日外国人は増加しているが日本語を理解できない外国人への支援
は十分ではない．特に医療の分野ではコミュニケーション不足による医療ミスの懸念がある．また，
医療通訳者による支援にも限界がある．そこで，正確な用例対訳の収集・提供により医療分野の支援
を行うシステムの構築を行った．本稿では，多言語用例対訳収集Web システム TackPad の設計及
びシステムの試用実験の結果を述べる．

TackPad: A Web-based Multilingual Parallel-text Collection System
for the Medical Field

Taku Fukushima,†1 Mai Miyabe,†1 Takashi Yoshino†2

and Aguri Shigeno†3

We have developed a web-based multilingual parallel-text collection system named Tack-
Pad for medical workers and foreign patients. The number of foreign visitors and residents
in Japan is increasing. However, it is not enough to provide linguistic support via medical
translators to people who do not understand Japanese. Particularly, poor communication may
lead to medical errors. Moreover, there is a limit to a medical translator’s support. Therefore,
we have developed a support system specially designed for the medical field; this system can
accurately register parallel texts and supply this data to other systems. This paper presents
the design of TackPad, its prototype, and its trial results.

1. は じ め に

現在，在日外国人数や訪日外国人数は年々増加して

いる1)．しかし，在日外国人や訪日外国人の中には，日

本語を理解できない人が多数存在している2)．日本語

を理解できない外国人と日本人とのコミュニケーショ

ンは十分に行うことができないことが多いと考えら

れる．

日本語を理解できないことの影響が顕著に現れる

分野の一つに医療がある．医療分野では，わずかなコ

ミュニケーション不足で医療ミスが発生する恐れがあ

る．日本語が通じない外国人と日本人の医療従事者間

でのやり取りは，意思の疎通が十分に行えずに医療ミ

スが発生する可能性が高くなると考えられる．
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現在，日本語を理解できない外国人の支援は医療通

訳者が行っている．しかし，医療通訳者は慢性的な人

員不足を抱えている．また，通訳者の身分保障，通訳

にかかる時間の予測が立たない，通訳者自身のメンタ

ルケアなどの問題が存在している．

情報技術を利用した医療分野の支援として，“日本

語でケアナビ”3) や多言語医療受付支援システムM3

（エムキューブ）4) がある．これらは，正確な用例対訳

を使用して医療分野の支援を行っている．用例対訳と

は，用例を多言語に翻訳した多言語コーパスのことを

指す．本稿では，様々な言語に翻訳された同じ意味の

用例群を用例対訳群と呼ぶ．

そこで本稿では，正確な多言語の翻訳が必要な医療

分野において，多言語用例対訳の収集を目的とする多

言語用例対訳収集WebシステムTackPad(タックパッ

ド)の設計について述べる．

本稿では，システムの設計，試用実験，考察，多言

語対応システムとの連携の順で述べる．

「マルチメディア，分散，協調とモバイル
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2. 関 連 研 究

異文化間コミュニケーションを目的として，機械翻

訳を用いた支援技術の研究が行われている5)．しかし，

機械翻訳は正確な翻訳が必要な医療の分野で利用でき

るほどの精度には達していない6)．また，機械翻訳は

言語の違いで翻訳精度が大きく異なる上に，開発には

莫大なコストがかかる．このため，機械翻訳は特定の

言語間でのコミュニケーションには有効だが，多言語

間での翻訳に使用することは難しいと考えられる．

そこで現在，用例対訳による支援が行われている．

用例対訳を利用したシステムとして，“日本語でケア

ナビ”がある3)．“日本語でケアナビ”は，介護に関

する日本語と英語の用例対訳群を提供している．提供

している用例対訳群は，単語が約 6000語，例文が約

2000 文となっている．しかし，これらの用例対訳群

の作成には多くの時間がかかっている7)．

また，岩部らは我々と同じ着想で正確な用例対訳の

収集を行う研究を行っている8)．正確な翻訳が行われ

た用例対訳群を収集し活用することで，多言語間での

支援を行うことができると考えられる．なお，岩部ら

の用例対訳収集システムはトップダウン方式で開発が

行われている．トップダウン方式は全体的な見通しが

立てやすいというメリットがあるが，利用者の要望な

どを反映しにくいという問題がある．用例対訳の収集

は，多くの人の力を集めて行う必要がある．そのため，

モチベーションの維持や収集システム全体のコミュニ

ティとしての発展が大きな課題となっている．

そこで，本研究では利用者の意見を多く取り入れる

ためにボトムアップ方式で開発を行う．そして，今ま

で収集が難しかった正確な用例対訳群を収集する，用

例対訳収集システムを構築する．

3. TackPadの設計

本章では，開発を行った多言語用例対訳収集Web

システム TackPadの設計について述べる．なお，開

発は PHP，データベースはMySQLを使用し，Web

ブラウザのみの利用で用例対訳の収集を可能とする．

3.1 基 本 設 計

対 応 言 語

本システムは，多言語用例対訳を収集するため，画

面インタフェースも多言語とした．また，収集用例の

言語は，日本語，英語，中国語，韓国語，ポルトガル

語，スペイン語，タイ語，ベトナム語の 8言語に対応

する．また，今後は対応言語を 20言語に増やす予定

である．

図 1 TackPad のシステム構成
Fig. 1 System configuration of TackPad.

用例，ユーザの管理

本システムは，用例対訳群の管理を一言語につき一

用例のみ行うこととする．また，本システムのユーザ

としては，用例対訳の追加を行うことのできる一般

ユーザと，ユーザの編集権限や登録されている用例対

訳の編集権限を持つ管理者の二種類を用意している．

なお，用例対訳の登録者の情報を管理するため，シス

テム利用者はログインを必要とする．

3.2 主 要 機 能

本システムは，主に用例の提案，対訳の作成，用例

対訳の検索の三種類の機能を有している．これらの機

能と利用者との関係を含めたシステム構成を図 1 に

示す．

用例の提案

医療従事者や患者などが他の言語に翻訳してほしい

用例を提案する機能である．本システムでは，医療従

事者や患者などがそれぞれの立場から，必要と感じて

いる用例を提案することができる．このため，本当に

必要とされている用例対訳を集めることが可能となる．

また，提案時には用例のコメントと用例のカテゴリ

を同時に保存する．コメントは，登録する用例の付加

情報やニュアンスなどを伝えるために用意した．また，

カテゴリは「質問文」と「その他の種類の文」の二種

類を用意した．これは，用例対訳群同士の関係を作成

するときに利用する．作成した用例対訳群の関係は，

他のシステムに用例対訳群を提供する際に利用する．

対訳の作成

用例の提案で提案された用例を翻訳する機能である．

利用者は主に，二つ以上の言語を理解している翻訳者

を想定している．用例の提案時につけられたコメント

─ 1031 ─



図 2 TackPad の画面例 (中国語)

Fig. 2 Screenshot of TackPad being used for Chinese speakers.

をもとに翻訳を行うため，誤訳を減らす事ができる．

用例対訳の検索

収集された用例対訳を検索する機能である．利用者

が検索したい単語を入力すると，システムはその単語

を含む用例一覧を返す．単語による用例文の検索以外

にも，用例を登録した人のコメントや用例の言語を指

定しての検索も可能とする．

3.3 ユーザインタフェース

本システムのシステム画面例を図 2に示す．本シス

テムは多言語対応のシステムのため，図 2中の (1)の

「言語切り替えプルダウンメニュー」でインタフェース

の言語の切り替えを可能とした．また，図 2中の (6)

の「選択した用例」と，(10)の「選択した用例と対に

なる対訳」を同一の画面で表示するインタフェースと

した．

TackPadは画鋲 (Tack)でコルクボートに用例を留

める (Pad)をイメージしたデザインにしている．これ

は，遊び心を持たせて事務作業のような雰囲気をなく

し，用例提案者，翻訳者のモチベーションを維持する

狙いがある．

なお，本システムは様々な属性を持った人々が利用

する．そのため，システム内の用語やアンケートの用

語は本稿で用いるものを利用者に合わせて変更してい

表 1 被験者の性別
Table 1 Sex distribution among subjects.

男性 女性
人数 8 24

表 2 被験者の年代
Table 2 Age distribution among subjects.

10 代以下 20 代 30 代 40 代 50 代以上
人数 1 7 13 7 4

る．また，本稿内で使用している利用者が記述したア

ンケートの内容も，本稿の内容に合わせて用語を変更

している．

4. 試 用 実 験

TackPad を使用し，実際に用例対訳の登録を行う

試用実験を行った．試用実験の主な目的は，TackPad

の有用性や使いやすさの評価である．

今回の被験者は，特定非営利活動法人多文化共生セ

ンターきょうとで募集を行った．アカウント発行人数

は 56人，一度以上のアクセスがあった人数が 52人，

アンケートの回答を得た人数は 32名である．なお，試

用実験は 2008年 2月 23日から 3月 14日までの期間
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表 3 被験者の所属
Table 3 Occupations of subjects.

通訳 ボランティア 非営利団体職員 医療関係者 教育関係者 企業関係者 その他
人数 13 7 6 4 2 2 8

※複数選択可能

で行った．

被験者の性別を表 1に，年代を表 2に，所属を表 3

にそれぞれ示す．性別は女性が，年代は 30代の人が多

い傾向となっている．また，通訳やボランティアが多

いが医療関係者も 4名含まれており，本システムが想

定している利用者が被験者になっていることが分かる．

なお，本実験には大きく二つの被験者のグループが

存在している．一つ目は多文化共生センターきょうと

で実験を行ったグループで，主に期間の前半 (2月 23

日から 3月 2日)に実験を行っている．二つ目はWeb

上で募集を行ったグループで，期間の後半 (3月 3日

から 3月 14日)に実験を行っている．なお，二つのグ

ループは厳格には区別していないため，多文化共生セ

ンターきょうとで行ったグループに属する被験者も，

期間の後半に操作している場合も存在する．

試用実験は実際の使用状況を想定し，被験者自身に

「用例の登録」「対訳の作成」「用例対訳の検索」をそ

れぞれ行ってもらった．その後，アンケートに回答し

てもらっている．試用実験の実施日時は多文化共生セ

ンターきょうとで実験を行った被験者を除き，期間中

の好きな時間に行ってもらっている．なお，登録・翻

訳数などの目標設定などは特に行っていない．

5. 試用実験の結果と考察

本章では，4章で行った試用実験の結果と，その考

察を行う．

5.1 機 能 評 価

アンケートで得られた自由記述の内容について，「用

例の提案」「対訳の作成」「未実装機能」の各項で考察

する．

(1)用例の提案

アンケートで得られた，用例の提案についての意見

として，「(用例入力後の)確認を忘れることがあった」

「登録できなかったときは知らせてほしい」があった．

これらを「確認画面」の項で考察する．また，他の意

見として「対話形式での用例の登録があるといい」が

あった．これを「対話形式での登録」の項で考察する．

確 認 画 面

本システムは，用例の登録前に確認する画面を用意

している．しかし，アンケート結果から一部の利用者

は確認画面が表示された時点で登録が完了したと勘違

いしていることがわかった．確認画面は入力ミスを防

ぐために有用と考えられるため，現状のまま存続させ

る．ただし，登録の失敗を防ぐために確認画面と登録

完了画面の差別化を図り，区別しやすくする必要があ

ると考えられる．

対話形式での登録

対話形式での登録とは，医療従事者と患者間の対話

を想定して登録を行うことを指す．本システムで収集

した用例対訳群は，用例対訳群単独での使用だけでな

く，対話形式での使用も想定している．対話形式で登

録された用例対訳群は自然な流れの用例対訳になると

考えられるため，対話形式での登録を可能とするよう

にシステム改良の検討を行いたい．

(2)対訳の作成

アンケートで得られた，対訳の作成についての意見

として，「一つの用例に翻訳を複数登録できるとよい」

があった．これを「用例の複数登録」の項で考察する．

また，他の意見として「母語と翻訳用例を一度に入力

できたらいい」「一度にたくさん翻訳をしたい」があっ

た．これらを「用例の同時登録」の項で考察する．

用例の複数登録

用例の複数登録は，言語の違いや言葉の揺れがある

ため必要だと考えられる．ただし，一つの用例対訳群

において，一言語に多数の用例を登録できる状態にす

ると，翻訳元用例と翻訳先用例の意味が異なる状態が

多く発生する可能性が考えられる．

このため，本機能に対応する時の用例対訳群の形式

は現在と同じように一言語に対して一用例のみを管理

し，システム上で統合して利用者に提示することを検

討している．ただし，この場合も意味の異なる用例が

発生する可能性が残っているため，他の方法も含めて

対応を検討したい．

用例の同時登録

二言語同時の登録，多数の用例に対する対訳の同時

登録の二つに関しては，システム設計時には想定して

いなかった．しかし，対訳を作成する翻訳者は用例の

提案者にもなり得るため，二言語同時の登録機能は必

要だと考えられる．また，多数の用例に対する対訳の

同時登録機能についても多くの用例の登録をスムーズ

に行うために必要だと考えられる，これら二つの機能

については，今後対応が必要であると考えられる．

─ 1033 ─



(3)未実装機能

アンケートで得られた，実装を要望された機能とし

て，「用例の中の単語の入れ替えをしたい」「発音が聞

きたい」「カテゴリをより細かく設定できるとよい」な

どがあった．これらをそれぞれ「単語，数字の切り替

え機能」「音声の登録」「用例対訳の分類」の項で考察

する．

単語，数字の切り替え機能

用例の中には，汎用性のある単語や数字が含まれて

いるものがある．例として，「日本語は理解できます

か？」「1000円になります」などがある．現在のシステ

ムでは，用例中にある汎用性のある単語や数字を「○

○」「**」などで入力されており，統一されていない．

現状では，汎用性のある単語や数字をシステムが自動

で判断を行うことが難しい．これにより，用例対訳群

の提供も難しくなっているため，用例対訳群に汎用性

を持たせることを検討する．

汎用性を持たせた用例対訳コーパスとして，愛知県

国際交流協会の多言語情報翻訳システムがある9)．多

言語情報翻訳システムは，用例対訳群の追加はできな

いが，汎用性のある単語をプルダウンメニューで表示

することで用例に汎用性を持たせている．

本システムも，用例対訳群に汎用性を持たせた多言

語用例対訳収集システムを目指す．

音声の登録

音声を用いることにより，学習の促進や母国語の文

字が理解できない人への支援を行うことが可能である．

現在，世界には識字率が低い国も多数存在しており，

中国やブラジルでは 10人に 1人が文字を理解できな

いと言われている10)．

そこで我々は，用例対訳収集システムで収集された

用例を利用して，音声の収集を行う多言語発話収集

Webシステム Otocker(オトッカー)11) の開発を行っ

ている．Otockerと TackPadとの連携を行うことで

音声を登録を可能とし，用例対訳と音声の提供を行う

ことで，文字が理解できない人への支援が可能になる

と考えられる．

用例対訳の分類

用例対訳の細かい分類は，より必要性が高いと判断

し実験後に導入を行った．ただし，現状使用している

「質問文」「その他の種類の文」のカテゴリ分けについ

ては，他システムに提供する際に利用するためそのま

ま使用を続ける．

分類機能の導入の際，カテゴリではなくタグで分類

を行う形式とした．カテゴリ機能はカテゴリを追加す

る際に階層分けが必要となる．本システムは利用者が

図 3 タグ機能の画面例
Fig. 3 Screenshot of tagging function.

自由に用例や対訳を登録するが，カテゴリによる階層

分けはカテゴリ全体を理解していないと難しいため，

適切なカテゴリ分けを利用者が行うことは困難と考

えられる．岩部らが開発を行った用例対訳収集システ

ム8) では，管理者がカテゴリ分けを行っていた．しか

し，利用者が用例を登録する際に新しいカテゴリを必

要とした場合，迅速に対応することは難しいという問

題がある．このため，本システムではタグでの分類を

行うこととした．

今回導入したタグ機能の画面を図 3に示す．タグを

クリックすると，同じタグが付与された用例一覧を表

示する．タグ機能では，利用者が自由にタグとなり得

る単語を用例に付与することができる．また，タグを

付与することで，単語のみでの検索だけでなくタグに

よる検索も可能となり，さらにタグによるグループ分

けも可能となっている．今回導入したタグ機能につい

ては，次回の実験で有用性を確認する．

5.2 用例対訳の登録状況

試用実験期間中に登録された，言語別の用例登録数

を表 4に示す．また，各用例対訳群において翻訳の存

在する言語の数とその用例対訳群数を集計したものを

表 5に示す．表 4より，特に目標設定を行っていない

にもかかわらず，用例を比較的多く収集することがで

きた．しかし，表 5の結果をみると，用例対訳群内の

言語数が 1，つまり一つの言語の用例しか登録されて

いない用例対訳群が多く存在することが分かる．用例

対訳群は，複数言語が存在して初めて意味のあるもの

となるため，対訳用例の登録を促進する機能の追加を

検討する必要がある．

5.3 システム全体の評価

ユーザの行動

試用実験後半 (3月 3日～14日)のユニークアクセ

ス数の推移を図 4に示す．ユニークアクセスとは，一

日ごとのシステムにアクセスしたユーザ数のことを指

す．Web 上で募集した被験者が主に参加している試

用実験後半のユニークアクセス数は平均 5人だった．

なお，試用実験前半 (2月 23日～3月 2日)は多文化
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表 4 言語別の用例登録数
Table 4 Number of registered parallel texts for each

language.

言語名 登録用例数
日本語 154
英語 91
中国語 48
スペイン語 31
ポルトガル語 30
韓国語 29
タイ語 0
ベトナム語 0

合計 383

表 5 各用例対訳群において翻訳の存在する言語の数とその用例対
訳群数

Table 5 Number of registered parallel texts for each lan-

guage translated into other languages and number

of languages.

言語数 用例対訳群数
1 91
2 82
3 23
4 8
5 3
6 2

図 4 ユニークアクセス数の推移
Fig. 4 Number of unique accesses during experiment

period.

共生センターきょうとで被験者を集めて実験を行って

おり，被験者は本システムに自由にアクセスすること

ができなかったため，図 4から外している．

エラーログ

試用実験期間中にシステムが表示した，エラーログ

の内容とその出現回数を表 6に示す．総ページ遷移数

は 4126回，エラー発生回数は 62回となり，総ページ

遷移数とエラー発生回数から計算したエラー発生頻度

は 1.5%だった．利用者には出来るだけエラー表示を

しないシステムが望ましいと考えられる．表 6の「登

録完了ページでの再読み込み」の場合はエラー表示を

行わなずに別のページに誘導するなど，出来るだけエ

表 6 エラーの種類とその回数
Table 6 Number and types of errors.

エラーの種類 出現回数
一般ユーザがアクセスできないページ
の表示

16

必須入力項目の未入力 13
入力項目に対して適切でない文字列の
入力

11

編集不可用例の編集行為 10
すでに存在している言語の用例の追加 7
登録完了ページでの再読み込み 5

合計 62

※実験期間中の総ページ遷移数は 4126 回

表 7 アンケート結果 (システムの活用場面)

Table 7 Result of questionnaire (application of TackPad).

活用場面 人数 (32 人中)

外国人患者とのコミュニケーション 26
医療関係者とのコミュニケーション 24
通訳の事前学習 18
外国人患者への説明・意思確認 16
語学の勉強 14
友達づくり・コミュニティづくり 5

※複数選択可能

ラー表示を行わないシステム作りを目指す必要がある．

システムの活用場面

TackPad はどのような場面で活用できるかを聞い

たアンケート結果を表 7に示す．

本システムで目指している，外国人患者とのコミュ

ニケーション，医療関係者とのコミュニケーションに

ついて，75%以上の人から活用できるという評価を得

ることができた．また，通訳の事前学習の項目が比

較的高い評価となっているが，これは多文化共生セン

ターきょうとの活動内容の中に通訳への事前学習があ

るためだと考えられる．

学習目的の用例対訳コーパスとして，国際交流基金

関西国際センターの“日本語でケアナビ”がある3)．現

在，本システムは教育や学習目的での用例対訳の収集

は行っていないが，今後用例対訳が多く収集されるよ

うになると，教育目的での提供を検討する可能性が考

えられる．

被験者による総合的な評価

アンケートで得られた，全体的な評価についての意

見として，「このようなシステムを待っていた」「ぜひ

これから使っていきたい」などがあった．

本システムは，翻訳者に依存している部分が大きい．

また，翻訳者に対するメリットも小さいと考えていた

ことから，あまり良い評価は得られないのではないか

と危惧していた．しかし，肯定的な意見を多く聞くこ

とができた．ただし，インタフェース面や機能面で不
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十分な点も多くみられることから，利用者となる人々

の意見を多く取り入れて，ニーズを掘り出していく必

要があると考えられる．

なお，正確な用例対訳の収集を継続的に行うために

は，利用者のモチベーションの維持が必要となる．こ

のため，用例対訳収集システムは通訳者の支援を行い，

コミュニティ全体での発展を目指していく必要がある

と考えられる．

6. 多言語対応システムとの連携

本システムは，他の多言語対応のシステムへの用例

対訳データの提供を行うことを目的としている．多

言語対応システムである多言語医療受付支援システ

ムM3(エムキューブ)4) と TackPad との連携を検討

する．

M3 は，病院の受付において受診手続きや院内の案

内などを行う多言語対応のシステムである．現在，京

都市立病院で試用が行われている．

M3 は現在，言語グリッド12),13) 上の医療用例対訳

サービスと医療応答用例サービスを併用して用例対訳

を取得している．しかし，医療用例対訳サービスや医

療応答用例サービスは用例対訳群を簡単に増やす機能

は存在していない．M3 は実際に病院で使用するシス

テムであり，用例対訳群を増やす要望が強い．Tack-

Padとの連携を行うと，用例対訳群を簡単に増やせる

ようになるため，より病院受付の支援を行いやすくな

ると考えられる．

また，今後，言語グリッド12),13) との連携も検討す

る．言語グリッドは，機械翻訳や形態素解析，用例対

訳などの言語資源をWebサービスとして登録し，自

由に組み合わせて利用することができる仕組みで，現

在，大学や企業，NPOが連携して実用化を進めてい

る．本システムと言語グリッドとが連携することによ

り，多くの人々が収集された用例対訳を利用すること

が可能となる．

7. お わ り に

本稿では，医療分野における多言語用例対訳収集

Webシステム TackPadの設計を行い，試用実験，考

察，多言語対応システムとの連携の検討を行った．

今回の試用実験では，多言語用例対訳収集システム

の有用性を確認できた．今後は，試用実験で明らかに

なった問題点を修正し，より使いやすいシステムにな

るよう改良を行う．また，コミュニティとしての発展

を目指していく．本システムは今年度中をめどに一般

公開を目指す．
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